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Ⅰ	 はじめに 
 

2013 年から 2015 年の半ばにかけて、日本の女性はこぞって眉毛を太くした。その

時期はテレビをつけると太眉のタレントや女優、雑誌を開けば太眉特集に太眉のモデルと、“太

眉”を数多く見聞きした印象がある。私が化粧を始めた頃（2000年代後半）からその時期まで

は、雑誌には基本的に眉毛について、「自眉を整える程度」や「ナチュラルに」と書かれていた

（例外は音楽フェス等イベント時の化粧など）。それが 2012 年の終わり頃、あるビューティ雑

誌での太眉特集を皮切りに、女性の眉毛は上記のように太眉へと転換していったのだ。 

しかし 2016年現在、眉毛はナチュラル志向に回帰している。私も例に漏れず、眉毛

が細くなったうちの一人であるが、2016年の初め頃からインターネットで下記のような表題の

記事を目にすることが多くあった。 

 

「景気が良くなると女性の眉が太くなり、悪くなると細くなる」 
 

これはマイナビニュース(https://gakumado.mynavi.jp/freshers/articles/28987)より抜粋したも

のである。私は経済状況が女性の眉毛という小さなパーツにまで影響を与えるのかと衝撃を受

け、この記事が真実なのか、真実であればその背景には何があるのかを調べたいと思い、これ

を卒業論文とすることにした。 
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Ⅱ	 太眉とは 
 
 太眉について論じるために、ここでは眉毛の太さと名称を定義しておきたい。 

 

（表１） 

名称 眉毛の太さ 印象 

細眉 ５〜６mm ・女性らしい 

・すっきりして見える 

・美人に見えやすく男性ウケが良い 

・弱々しく頼りない 

ナチュラル眉 ６〜７mm ・ナチュラルで穏やか 

太眉 ７〜８mm ・元気な印象 

・小顔に見える 

・芯がしっかりとしている 

・ロマンチックな雰囲気になりにくい 

（参照：「あなたは太眉 or細眉？！似合うタイプ・男ウケなどを徹底比較」(https://i-see.in/articles/7422)） 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ	 女性の眉毛と日本の景気動向の変化（2013年から 2016年） 
 
 では、Ⅰで触れた記事が真相なのか、まずは記事にも事例として挙げられていた直近

の現象について、検証していきたい。女性の眉毛の太さと日本の経済状況について、それぞれ

の観点から変化を見ていく。 

日本人女性が眉毛を太くしだしたのは 2012年の終わり頃だった。2012年 10月にビ

ューティ雑誌「MAQUIA」で太眉特集が掲載され、以後、雑誌やキュレーションサイトなどの

メディアで数多く特集が組まれた。 

 雑誌については 2013年に６、2014年に 10、2015年に７雑誌で特集が組まれ（延べ

数）、現在は閲覧できない状態となっているがキュレーションサイト「MERY」では 2016 年９
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月時点で 103件の記事が掲載されていた。2013年 10月に初めて記事が登場し、2014年に 19、

2015年に 54、2016年は９月 23日までで 30件の投稿があった。 

   

（グラフ１） 

	  
（参照： Google Trends （https://www.google.co.jp/trends/explore?date=all&q=太眉,細眉） ） 

 

メディアでの特集に伴い、グーグルでの「太眉」検索数も上昇した。グラフ１は、2004

年１月から 2016 年 12 月までの「太眉」と「細眉」の検索数を、グーグルトレンドでグラフ化

したものである。青線が「太眉」、赤線が「細眉」であるが、「太眉」の検索数は 2012年頃から

伸び始め、2013 年５月から現在まで 25 を下回っていない。ただ、現在検索数は落ち着いてき

ており、「太眉」に遅れて検索数が伸びている「細眉」は今も上昇傾向にある。 

 

 では、日本の景気動向はどうであろうか。景気動向指数を見ていきたい。内閣府の「景

気動向指数 用語の解説」（http://www.esri.cao.go.jp/jp/stat/di/yogo.html）によると、景気動向

指数とは、「採用系列の各月の値を 3ヶ月前と比べた変化方向を合成して作成した指数。変化方

向がプラスである系列数の割合をパーセントで示す。採用系列には、多くの経済指標の中でも

景気に敏感に反応する系列が選ばれる」とある。先行指数は景気の先行きに対する予測を行う

とき、一致指数は景気の現状を把握するとき、遅行指数は景気の転換点を確認するときに参照

される。  
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下記のグラフ２によると 2012年 12月に始まったアベノミクスの影響か、2013年か

ら 2014年の半ばまで景気は上昇している。しかしながらそれ以降は落ち着いていることが読み

取れる。 

 

（グラフ２） 

 
(参照：内閣府 景気動向指数（http://www.esri.cao.go.jp/jp/stat/di/201607psummary.pdf） ) 

  

以上から、2013 年から現在にかけては女性の眉毛の太さと景気動向に相関があるこ

とがわかった。2012年終わり頃からメディアで太眉の特集が数多く組まれたのに伴いグーグル

での検索数も伸び、2016 年現在は落ち着いていること、また 2013 年の景気回復からの現在の

落ち着きを見ると２つの現象は関連付いている可能性があることがわかった。この傾向は疑似

相関ではなく真に相関関係にあるのか、次は歴史的な経緯を辿って検証していきたい。 

 

 

 

 

 

IV	 女性の眉毛と日本の景気動向の変化（1920年から 2015年） 
 

 Ⅲでは 2013 年から 2016 年という直近で短期間の現象について検証した。ではそれ

が一時的なものでないと言えるものなのか、歴史的な経緯を見ていきたい。検証は、データが

得られた 1955年から５年毎とする。また、眉毛の太さは、細眉＝０、ナチュラル眉＝１、太眉

＝２として表した。 
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（表２） 

年 眉毛 時代背景 

1950 1	 敗戦ムードから抜け、高度経済成長の時代へ。 

1955 2	 高度経済成長期。 

1960 1	 高度経済成長期。東京オリンピック開催等により好景気。 

1965 0	 高度経済成長期。GDPがドイツを抜いて世界２位になる。 

1970 1	 固定相場制の終了、第一次石油危機等に政府が対応し、景気は乱高下。 

1975 1	 外的ショックへの政府の対応継続中。依然として不安定な景気。 

1980 1	 急速なドル高円安により輸出産業の価格競争力が向上。貿易摩擦に発展。 

1985 2	 プラザ合意により円高となるも、内需拡大で国民所得が上昇しバブル経済に。 

1990 1	 バブル崩壊。景気が急速に悪化する。 

1995 0	 震災からの復興で一時景気回復するが、消費税率引き上げで平成不況長期化。 

2000 0	 景気は回復していくが不況のイメージは国民に根強く残る。 

2005 1	 リーマンショックにより世界的な不況。 

2010 １	 震災からの復興。アベノミクスで景気回復。 

 

表２から、好景気になると太眉、不景気になると細眉、不安定な景気になるとナチュ

ラル眉となることが傾向として読み取れる。2010年から５年間の眉毛の太さはナチュラル眉を

表す１とした。2013年まではナチュラル眉が主流で、本格的な太眉の全盛期が 2014, 2015年で

あったからである 

では、本当に景気動向と女性の眉毛の太さには関連があるのだろうか。スピアマンの

順位相関を用いてエクセルで検証した。 
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先行指数の相関係数は 0.28750828、一致

指数の相関係数は 0.161889577、遅行指

数の相関係数は 0.044945397 となった。

左図は散布図である。外れ値は一致指数の

10.72のみであり、これを除いて計算して

も相関係数は 0.270745696 であった。こ

の結果から、眉の太さと景気動向指数は相

関関係にないことが分かった。Ⅰで私が読んだ記事は真実ではなかったのだ。では、女性の眉

毛の太さは独立して変化しているのだろうか、もしくはやはり何かと関係があるのだろうか、

考察し直すことにした。 

 

 

 

 

 

Ⅴ	 女性の眉毛と“時代の気分” 
 

 2016年 11月 26日、日本経済新聞の「たどって！なるほど！」というコラムに「眉

の形時代の女心で変化」という見出しのついた記事が掲載された。図１は記事中にあったもの

である。 

	 	 	 	 	 	 	 	 （図１） 

 

私は網倉先生からありがたく頂戴して、この記事を読んだ。内容は、女性の眉毛は時

代の気分で変化する、と説いたものであった。図１の矢印（↗, ↘, →）は“時代の気分”を示し

ている、とされている。しかし 1930 年代を見ると、満州事変が起こったため「↘」と思いきや

「→」であった。“時代の気分”とは一体何の事なのか、何を根拠にしているのか、どのように
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測ったのか、それらを知るために、日経新聞購読サポートの問い合わせフォームに質問をした。

すると数日後、以下のような回答が得られた。 

 

 

 

 

『詩丘 ゆり様	 (お問い合わせ番号：137573) 

 

平素は日経グループのサービスをご利用いただき、誠にありがとうございます。 

お問い合わせについて、下記のとおり回答させていただきます。 

 

日本経済新聞電子版をご愛読頂きありがとうございます。お問い合わせについてですが、記事

で報じた内容以上はお伝えできませんが、記事中には例えば「1920年代の流行の眉は弱々しく

はかない印象の細い下がり眉」の時代は「関東大震災後に世情は不安定な気分だった」と書か

れています。こうした当時の大事件などが世相に反映していることを挙げています。以上、よ

ろしくお願い致します。今後も日経電子版のご愛読をよろしくお願い致します。』 

 

 

 

 

 質問の仕方が悪かったのかもしれないが、この回答には私が欲しかった答えは載って

おらず、記事を読めば分かることしか返ってこなかった。そこで私は、 

 

“時代の気分”が上がれば女性の眉毛は太くなる 

 

と仮説を立て、自ら検証することとした。時代の気分、個人の気分、日経平均株価、眉毛の太

さの４項目を用い、それぞれの関係性を見ていく。なぜ日経平均株価を項目の中に入れたかと

いうと、“時代の気分”を数値化して表すことできるかもしれないと考えたからである。 

 

 

ⅰ	 時代の気分と日経平均株価 
まずはここでの“時代の気分”を「世間での出来事や時勢からくる社会全体のムード、

雰囲気」と定義する。例えば、日本でのオリンピック開催が決まるとお祝いムードになり、時
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代の気分は上がる。反対に震災が起きると国全体が傷心ムードになり、時代の気分は下がる。

ここで特筆したいのは、時代の気分と景気動向は別物だということである。理由を、例をあげ

ながら説明する。1995年に阪神・淡路大震災が起こった時、日本は傷心ムードで国民の心は沈

んでいた。頑張ろう、という気持ちはあっただろうが純粋に気分が明るかったわけではないは

ずだ。だがこの傷心ムードの中でも、翌年以降の景気動向指数は上昇したのである。１つ理由

をあげるとすれば、外出中でも連絡が取れる携帯電話が大幅に普及したことが挙げられる。つ

まり、時代の気分が下がっていると必ず景気も落ち込む、とはならないのである。 

 また、日経平均株価とは、日本を代表する 225社の株価を足した後、除数と呼ばれる

特殊な数値で割った数字のことであり、日本の景気や企業の収益性を表す 1 つの指標として用

いられることが多い。しかし日経平均株価と景気動向には本当に関連性があるのだろうか。Ⅳ

で眉毛の太さと景気動向の相関関係を検証した時と同じ方法で調べてみたが、残念ながら先行

指数、一致指数、遅行指数、どれにおいても相関関係は見られなかった。 

私は、日経平均株価は実は時代の気分と関連があるのではないか、と考える。このよ

うに考える理由を、実際に起こった事象を２つあげて説明したい。1つは、イギリスが EUを離

脱することが決まった翌日の日経平均株価が、前日比 1,286.33 円（7.92％）安と大幅に下落し

たことである。もう１つはアメリカでの大統領選でドナルド・トランプ氏が当選確実となった

翌日、前日比 919.84円（5.36％）安とまたしても大きく株価が下がったことである。イギリス

の EU 離脱が決まった日もトランプ氏の当選が決まった日も、日経平均株価に計算される大手

企業で、ニュースになるような特別大きな戦略転換やM&Aの発表などはなかった。ここから、

日経平均株価の下落は、離脱や当選に対する世間の落胆を表していると言えるだろう。日経平

均株価は時代の気分を反映しているのだ。 

また、この２つは因果が逆になることもある。投資家しか関心を寄せない出来事で株

価が下落した場合でも、日経平均株価はテレビ等で必ずニュースになるため、時代の気分は下

がる。 

 

 

ⅱ	 時代の気分と個人の気分 
時代の気分と個人の気分は関連付いている。例えばオリンピック開催など、大規模で

喜ばしい話題があれば、多くのメディアで報道・特集され、社会全体がお祝いムードになる。

そのムードは、感じた個人の気分にも良い影響を及ぼす。しかし、時代の気分が上がっている

から個人の気分が下がるというように、気分の上下が逆になることはない。震災などで時代の

気分が傷心ムードになると、その出来事に直接関わりのなかった個人の気分も落ち込む。実際

に、東日本大震災の時は直接被災していない多くの人が「身の丈消費」と言って高額消費を控
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えた。 

また、時代の気分は個人の気分に対し時間先行性を持つ。つまり、個人の気分が上が

ったからといって時代の気分まで上がることはない。個人の気分は毎日変化するが、チークや

アイシャドウなどはその日の気分で変えられても、眉毛の太さを毎日変えることはできない。

眉毛の太さを変えるにはやはり大きな流れ、つまり時代の気分が影響していると考えられる。

以上から、時代の気分と個人の気分は因果の関係にあることがわかる。 

 

 

ⅲ	 個人の気分と眉毛の太さ 
 個人の気分は服装や化粧などの外見に現れる。明るい気分の時は明るい色の服や華や

かな化粧になる傾向にある。また逆も然りで、明るい色の服を着ることや化粧を華やかにする

ことは、気分も明るくするのだ。これは、眉毛の太さにも言えるだろう。眉毛の太さで人に与

える印象が変わることはⅡの表１で示した。太眉は元気で華やかな印象となる。反対に細眉は、

すっきりして見えるが頼りない印象となるのだ。そのため、個人の気分は眉毛の太さに現れる

と言える。 

ここで、気分は関係なく自分も太眉の流れに乗るためにただ眉毛を太くした、という

人のことを考えなければならない。このタイプの人は、太眉にしている人を見て良い印象を持

ち、無意識だとしても、自分もこうなりたいと感じたから太眉にしたのである。いくら世間の

多くの女性が太眉にしているからといって、太眉に良い印象を持っていない人はわざわざ自分

の顔のパーツを変えることはしないだろう。つまり、太眉にする人はやはりどこかで明るい気

分になっている、もしくはなろうとしているのだ。 

 

 

ⅳ	 日経平均株価と眉毛の太さ 
Ⅳで女性の眉毛の太さは景気動向とは相関がないことがわかった。では、景気動向と

相関がなく、時代の気分を反映する日経平均株価は女性の眉毛の太さと関係があるのだろうか。

再びⅣで検証した時と同じ方法で相関関係を調べた。日経平均株価は５年前の数値と比較した

上昇率について検証を行なうこととした。なぜなら、為替レートや物価は変動し、また、高度

経済成長期を経て生活水準がそれ以前のように戻ることがないからである。日経平均株価は

1949年からデータを取り始めたため、1950年から検証を行なった。結果は以下の通りである。 
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眉毛の太さと日経平均株価最高値上昇率の相

関係数は 0.71770358、日経平均株価平均値上

昇率の相関係数は 0.775410084となり、どちら

も相関関係にあることがわかった。散布図は、

左図のようになった。散布図を見ても相関関係

にあることが読み取れるが、念のため四分位範

囲を用いて外れ値を計算する。最高値上昇率の

外 れ 値 は 2.38282217 以 上 、 も し く は

0.476564434 以下であり、1985 年のデータ

(3.36)を除くと、相関係数は 0.587939266とな

った。また、平均値上昇率については、

3.458313736以上、もしくは 0.691662747以下が外れ値となるが、該当するものはなかった。

以上から、女性の眉毛の太さと日経平均株価の上昇率には相関があると言える。 

 では、日経平均株価と眉毛の太さには相関以外の関係性はあるのだろうか。まずは日

経平均株価の眉毛の太さに対する時間先行性である。眉毛が太くなったから日経平均株価が上

がった、ということはない。日経平均株価と眉毛の太さの関係は、今まで述べてきたⅰからⅲ

でそのメカニズムが説明できる。ⅰで、日経平均株価は時代の気分を反映していることがわか

った。そしてⅱで時代の気分は個人の気分に影響を与え、ⅲでは個人の気分で眉毛の太さが変

わることがわかった。すなわち、日経平均株価と眉毛の太さには因果関係があったのだ。 

 

 

ⅴ	 眉毛の太さと時代の気分 
 眉毛の太さと時代の気分に関係があるのかを考察するために、ここで一度ⅰからⅳを

図にして整理をしたい。 
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	 （図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⅰからⅳはそれぞれについて関係性があることがあきらかになっているため、図３か

ら、ⅴすなわち時代の気分は女性の眉毛の太さに影響を及ぼす、因果関係にあることが分かっ

た。つまり、仮説「“時代の気分”が上がれば女性の眉毛は太くなる」は正しかったことになる。 

 

 

 

 

Ⅵ	 結論 
 

 女性の眉毛は、景気ではなく“時代の気分”という一見曖昧なものに影響されて変化

していることが、この論文を通して明らかになった。 

 「景気が良くなると女性の眉毛は太くなる」という記事は、長期的な視点で見ると相

関関係がなく、間違いであることが分かった。では、何が女性の眉毛に影響を与えているのか。

推考をしている中で手に入れた日経新聞のコラムで、私は“時代の気分”が要因になっている

という文章を読んだ。数値化できない、曖昧な表現を検証するには何かその表現を数値として

表せる指標が必要である。そこで私は時代の気分と共変関係にある日経平均株価を取り入れ、

眉毛という小さな単位は個人の気分と関連付けた。すると、因果関係を証明することが難しそ

うな時代の気分と眉毛の太さに関係があることがわかった。2013 年から 2016 年で景気動向と

相関があるように見えたのは、アベノミクスに人々が期待をし、良い結果が得られたと感じた
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からだ、ということになる。経済政策の結果は景気動向にも反映されるため、相関があるよう

に見えたのだろう。 

 景気動向ではなく、時代の気分で眉毛の太さや日経平均株価が変化していることはつ

まり、私たちが感じている以上に日々の生活は“気分”に左右されている、ということである。

私たち１人１人が、時代の気分を眉毛の太さというかなり小さなパーツにまで反映させている。

日経平均株価についても、投資家の恣意的な思惑は入ってくるが、テレビやインターネットが

普及している現在、それがニュースとなった時の受け手の数は計り知れない。時代の気分が与

える影響は広大で、なおかつ深淵だ。 

 

 

 

 

Ⅶ	 おわりに 

 

 卒業論文を書くにあたり、テーマ決めまではスムーズにいった。しかし相関関係を見

るという、数学を使う講義を４年間避け続けてきた私にとって非常に難易度の高いテーマを選

んでしまったため何度も路頭に迷うことになった。なかなか突破口が見えずにいた時、網倉先

生から新聞記事をいただいた。これをきっかけになんとか書き終えることができたように思う。 

Ⅴの時代の気分と眉毛の太さの検証は、ゼミナールでおよそ２年間かけて輪読した

『創造の方法学』（高根正昭, 1979）に則って行なった。講義を通して学んだことを、出来はさ

ておき、アウトプットする良い機会となった。 

 

最後に、先生には多くのアドバイス、そして資料をいただき、感謝しております。卒

業論文の内容については、稚拙な論理展開となってしまっているところが多々あり、反省して

おります。このゼミナールでの２年間、私は思考力を鍛えられ、非常に思い出に残るものとな

りました。本当にありがとうございました。 
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